
いわて女性デジタル人材育成プロジェクト事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

千円14,535個別事業費

千円10,901交付金額

１事業番号

◆ 「女性版骨太の方針2024」において、女性の所得向上・経済的自立が重点事
項として挙げられ、女性デジタル人材育成プランに基づき、就労に直結するデジ
タルスキルの習得・就労支援に３年集中的に推進するとされており、本県におい
ても、女性の長期的な経済的自立やキャリア形成を目指した女性デジタル人材
の育成が必要
◆ 本県のデジタルスキル習得に関する職業訓練においては、在職者訓練は男
性の受講が多い傾向にあり、離職者訓練においても、全体的な受講は女性が多
いものの、ＩＴ分野の講座への受講希望は少ない状況にあり、即戦力として活躍
できるスキルを身に付けた女性デジタル人材の育成・就労支援を行う必要がある

今後ますます人材需要が見込まれるデジタル分野で即戦力として活躍
できるスキルを身に付けた「いわて女性デジタル人材」の育成・就労支援
を行い、多様で柔軟な働き方の推進及び女性の所得向上を図る。

◆ 講座受講者のデジタルリテラシー向上率
目標 70％ （実績 100％）

◆ 講座修了者の就労率
目標 60％
（※就労マッチングの成果が出るのはR8年度以降の見込みだが、
 現時点では実績46％）

デジタル分野で活躍できるデジタルスキルを身に付けた「いわて女性
デジタル人材」の育成から就労までを一貫して支援。
① 学習プログラムの実施

ｅ－ラーニング及び対面での受講により習得可能かつ就労へつなが
るデジタルスキル習得のための研修プログラムを実施
② 就労マッチング

①と同時並行で、協力企業が発注する実案件を体験するクライアント
ワーク等を活用した県内外の企業とのマッチングを実施

◆ 県商工労働観光部、岩手県地域職業能力開発促進協議会
◆ いわて女性活躍認定企業
◆ いわて女性の活躍促進連携会議構成団体（20団体）

岩手県商工会議所連合会、岩手県中小企業団体中央会、岩手県商工会連合会、一
般社団法人岩手経済同友会、一般社団法人岩手県経営者協会、岩手県中小企業家
同友会、一般社団法人岩手県銀行協会、岩手県信用金庫協会、岩手県農業協同組
合中央会、岩手県漁業協同組合連合会、一般社団法人岩手県農業会議、岩手県森
林組合連合会、一般社団法人岩手県建設産業団体連合会、岩手県消防長会、認定
NPO法人いわて子育てネット、特定非営利活動法人参画プランニング・いわて、岩手
労働局、岩手県男女共同参画センター、ジョブカフェいわて、岩手県◆ 令和６年度は定員30名に対して120名、令和７年度においても

定員を50名に拡大して実施したものの215名の応募があり、改め
てニーズの高い事業であることが確認できた。

◆スキル習得研修とクライントワークによる実務体験を組み合わ
せることで、受講生のスキル及び就労イメージと企業ニーズをしっ
かり結び付け、より多くの受講生のデジタル分野への就労を実現
している（４月末時点：25名（うちデジタル分野の就労23名））。

◆ 令和８年度事業の実績と成果を踏まえ、女性の所得向上や多
様な働き方の実現に向けた取組を継続
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事業の概要

１ 学習プログラム

①対象者
岩手県在住の女性（18歳以上）

②学習プログラム
・グラフィックデザイナーコース（定員10名）
・WEBデザイナーコース（定員20名）
・ITスキル人材コース（定員20名）
※定員50名に対して215名の応募があり、学習・就労意欲や
コミュニケーション能力などを踏まえ、就労につながりやすい
方を面接の上で選考。

③受講期間
令和７年９月１日～12月26日（eラーニング及び対面授業）

２ 就労マッチング

１と同時並行で、協力企業が発注する実案件を体験するクライアントワーク等を活用した県内外の企業とのマッチ
ングを実施

①就労マッチングの実施
スキル研修とクライアントワークによる実務体験を組み合わせることで、受講生の

スキル及び就労イメージと企業ニーズを結び付け、より多くの受講生が就労につな
がるよう展開
②最終成果発表会の開催

受講生と県内企業とのマッチングイベントとして最終成果発表会を開催し、マッチ
ングの促進を図り、デジタル分野への就労を実現（４月末時点：25名（うちデジタル
分野の就労23名））※就労マッチングの成果が出るのはR8年度以降の見込み

最終成果発表会の様子
(R8.1.31)

ｅ－ラーニング及び対面での受講により習得可能かつ就労へつながるデジタルスキル習得のための研修プログ
ラムを実施



女性のためのつながりサポート事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

千円14,795個別事業費

千円11,096交付金額

２事業番号

◆本県の労働者の賃金や非正規職員・従業員の割合は、男女間
格差があり、女性は貧困等生活上の困難に陥りやすい
◆ 新型コロナウイルス感染症の長期化の影響により、孤立や生活
困窮などの様々な困難を抱える女性が顕在化、回復まで時間を要
する
◆ 女性の多様な相談支援ニーズに対応できるきめ細かい包括的
な相談支援体制を構築する必要

◆新規相談件数
目標 件 ⇒ 実績 件

◆連携団体数
生理用品提供数
目標 団体以上 ⇒ 実績 団体

4,000パック以上 4,000パック

◆ 孤独・孤立で不安を抱える女性を支援するため、支援拠点で
ある「いわて女性のスペース・ミモザ」を設置し、相談の受付、居
場所づくり、女性用品の提供を実施
◆ 岩手県男女共同参画センタ－の相談機能と連携
◆ 居場所づくり（定例サロンの開催）では、ミモザの花を使った小
物等の手作り体験を企画するなど、参加者同士の会話が弾むよ
うなきっかけづくり、参加しやすさに配慮

◆いわて女性の活躍促進連携会議構成団体（20団体）
岩手県商工会議所連合会、岩手県中小企業団体中央会、岩手県商工会
連合会、一般社団法人岩手経済同友会、一般社団法人岩手県経営者協
会、岩手県中小企業家同友会、一般社団法人岩手県銀行協会、岩手県信
用金庫協会、岩手県農業協同組合中央会、岩手県漁業協同組合連合会、
一般社団法人岩手県農業会議、岩手県森林組合連合会、一般社団法人
岩手県建設産業団体連合会、岩手県消防長会、認定NPO法人いわて子育
てネット、特定非営利活動法人参画プランニング・いわて、岩手労働局、岩
手県男女共同参画センター、ジョブカフェいわて、岩手県

◆窓口を周知
◆ 設置から４年目を迎え、広報や新支援を必要とする女性にリー
チするため、生理用品提供時に、ミモザのチラシを同封し、ミモザの
相談聞報道等の効果もあり、ミモザの認知度が定着し、相談件数
は年々増加傾向にある（R7：2,554件、:R6：2,311件）
◆ 相談内容は、家庭内の人間関係や心身の健康、経済的な不安
に関する悩みが多く、利用者からは「誰にも話が出来ず悩んでいた
が話せてよかった」等の意見が寄せられている

◆ 女性が抱える様々な困難を受け止め、寄り添った支援を行うミ
モザの取組は、女性一人ひとりの安心感の醸成や課題の解決に
向けた糸口に結びついていることから、継続した実施が必要
◆ 引き続き、アウトリーチ型相談の充実に取り組むとともに、女性
が安心して相談できる体制づくりの構築が必要
◆ 市町村、市町村社会福祉協議会、民間団体（ＮＰＯ法人等）と
の連携体制の構築（継続）



事業の概要

２ 女性のためのつながりサポート事業

孤立や生活困窮などの様々な困難を抱える女性を支援するため、支援拠点「いわて女性のスペース・ミモザ」を設
置し、相談窓口の設置、居場所づくり（定例サロンの開催）、女性用品の提供を実施
（設置期間：令和７年４月１日～令和８年３月31日）

【委託先】 NPO法人インクル・いわて
【実 績】

2,554件相談件数

24回 134人利用
県内２箇所 １個所あたり月１回開催

居場所（サロン）

72回 72人利用出張相談

4,000人分を提供
（ミモザ、市町村窓口、大学等で提供）

女性用品提供

居場所（サロン）参加者の作品紹介
（ミモザホームページより）

居場所（サロン）の様子



いわて女性活躍支援強化事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

千円4,575個別事業費

千円2,287交付金額

３事業番号

◆ 本県では全国に比べ女性の有業率（（生産年齢人口）75.2%）が全国
平均（72.8%）に比べ高い傾向にある一方で、夫婦の家事・育児負担割

合では、妻の家事・育児時間が夫の４倍超となっている。また、年間総
実労働時間（1,729時間）は全国45位であり、長時間労働の傾向が高い
◆ 「いわて女性活躍企業等認定制度」の普及・拡大が課題
◆ 本県においては全国に比べ経営トップの年齢層が高い傾向にあり、
女性活躍推進への理解について粘り強い働きかけが必要

◆ 県内の企業・団体への「いわて女性活躍企業等認定制度」や「イクボ
ス宣言」の周知と、認定取得に向けた働きかけ強化
◆ 女性活躍推進法に基づき設置する「いわて女性の活躍促進連携会

議」の下部組織である専門分野ごとの部会において、課題の抽出や解
決策に向けた取組を実施
◆ 女性活躍や働き方改革を推進する「社内でのキーパーソン
（推進役）」となる企業内人材の育成
◆ 経営者・管理職員を対象にした女性活躍推進への意識改革を促す研
修会及び女性のキャリア形成を支援するための研修会の開催

◆ いわて女性活躍認定企業数（R6末：585社→R7末：745社）やイク
ボス宣言企業数（R6末：284社→R7末：292社）が着実に増加してお
り、県内における女性活躍推進につながっている
◆ 「いわて女性の活躍促進連携会議」の下部組織である各部会の

活動において、各々の部会活動にとどまらず、部会同士の連携や
地域の女性を巻き込んだ取組も行われ、より活発に取組が推進さ
れた

◆ 専門部会実施回数
目標 24回 ⇒ 実績 24回

◆ えるぼし認定企業・いわて女性活躍認定企業等数（累計）
目標 812社（R8年度末） ⇒ 実績 745社（R7年度末）
※毎年90社の新規認定を目指していることから、

    R７年度末の進捗目標値は722社であり、
    進捗としては良いと言える。

◆ いわて女性の活躍促進連携会議構成団体（20団体）

岩手県商工会議所連合会、岩手県中小企業団体中央会、岩手県商工会
連合会、一般社団法人岩手経済同友会、一般社団法人岩手県経営者協
会、岩手県中小企業家同友会、一般社団法人岩手県銀行協会、岩手県信
用金庫協会、岩手県農業協同組合中央会、岩手県漁業協同組合連合会、
一般社団法人岩手県農業会議、岩手県森林組合連合会、一般社団法人
岩手県建設産業団体連合会、岩手県消防長会、認定NPO法人いわて子育

てネット、特定非営利活動法人参画プランニング・いわて、岩手労働局、岩
手県男女共同参画センター、ジョブカフェいわて、岩手県

◆ 女性活躍関連制度のさらなる普及を図り、認定企業を増やす
◆ 経営者・管理者層に向けた女性活躍推進理解への粘り強い働
きかけ
◆ 経営者層のほか、女性社員、男性社員、人事労務担当者とあ

らゆる階層に向けた女性活躍推進への意識醸成、意識改革を促
す取組が必要
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事業の概要

１ いわて女性活躍支援強化事業

企業・団体等に対して「いわて女性活躍企業等認定制度」や「イクボス」の普及拡大に向けた取組を進めるとともに、
女性のキャリア形成を支援するためのセミナーの開催や、女性活躍や 働き方改革を推進する「社内でのキーパーソ

ン（推進役）」となる企業内人材を育成したほか、「いわて女性の活躍促進連携会議」の下部組織である専門分野ごと
の部会において、課題の抽出や解決策に向けた取組を実施

◆ いわて女性活躍認定企業等のべ新規認定数（令和８年３月31日現在）

合計Ｒ７Ｒ６Ｒ５Ｒ４Ｒ３Ｒ２Ｒ１Ｈ30Ｈ29
38112126394652453020２ステップ１

3643948335351543148７ステップ２

745160747299103996168９合計

【実企業数559社】◆ 女性活躍セミナー

 

◆ いわて女性の活躍連携会議・専門部会の開催
女性活躍推進法に基づく「岩手女性の活躍促進連携会議」の下部組織として専門分

野ごとの部会（防災部会、子育て支援部会、農山漁村で輝く女性部会、けんせつ小町部
会、産学官連携サテライトミーティング）を設置し、各分野においてネットワークを形成し
ながら、セミナーの開催や意見交換会・学習会等を実施

9
77

138
237

340
439

511
585

745

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

いわて女性活躍企業等
新規認定数（累計）

（R8.3.31現在）

○産学官連携サテライトミーティングの取組
「アンコンシャス・バイアンスセミナー」の開催
日 時：令和８年２月22日（金） 13:30～15:00
場 所：プラザおでって おでってホール
参加者：98名
内 容：講演 「アンコンシャス・バイアンスを

知る、気づく、対処する」


